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【版画 宗森英夫】 

秋号 

楽しみにしている版画！！ 

いたちかわら版を読んで、毎度楽しみにしているのは版

画です。私は港南区の住人なのでどの辺りなのかがわかり

ません。ちょっと一言添えてもらえると有り難いです。 

「故郷の川への思い」では、上流では千曲川（長野県）、下

流（新潟県）では信濃川という 2 つの名前を持つ川の一文

が目にとまりました。以前、関西を旅行した時、バスガイド

から、琵琶湖を起点に大阪湾に注ぐ淀川は上流（滋賀県）

では瀬田川、中流（京都府）では宇治川、下流（大阪府）で

は淀川の 3 つの名前を持つと説明を受けたのを思い出しま

した。面白いので調べてみたら日本ではほかにいくつかあ

りました。ところが世界ではナイル川、アマゾン川など国が

変わっても名前が変わっていませんでした。 

港南区 茂澄 孝 

ご質問の表紙の版画について 

位置は、JR 本郷台駅から東側に行くと県立柏陽高校が

ありその裏側を流れるいたち川に架かる城山橋から上流を

眺めた情景です。 

川の名前は地名を付けているのが一般的ですが、 

栄区には、“イタチ川”“タヌキ川” “サルタ川“など動物

の名前が付いています。 

‘22 通刊 89号

集合時間：10：00 

参 加 費：100円（保険料等） 

持 ち 物：飲み物、雨具、昼食 マスク着用 
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川の中の石や岩は？ 

かわら版を、どうもありがとうございました 

いたち川を散歩していて気が付くのは、読者だよりにも書

かれていますが樹木や花のネームプレートが汚れて読め

なかったり、なかったりします。ぜひ改修してや、追加してい

ただけるとありがたいですね。 

 質問ですが、いたち川の中の石や岩はとても大きいもの

が多いのですが、これらは上流から運ばれてきたものです

か？ 不思議に思います。 

若原 俊彦 

ご質問のネームプレートについて 

設置は 20 年～30 年前に沿道の小学校の子供たちが総

合学習の授業で付けたもので、子供たちの思い出があるこ

とから現在に至っています。今後調査をしながら対処方法

を検討していきたいと思います。 

 川の中にある石について 

本来その川にある石を使うのが良いのですが採取する

石は無いため他から持ち込んだものです。 

その石の役目は水質を改善するため水流によって自浄

作用を促すために設置されたもので、平坦な川底に変化を

付けて流速を速めたり深みを作ることにより水温を下げて

生物が生息しやすくしています。 

☆上郷市民の森ウオーキング☆

 いたち川中央部にある上郷市民の森へ散策に行きま

せんか。この市民の森は、小高い丘となって富士山を

眺めることができ、秋分、春分の日頃にはダイヤモン

ド富士が眺めることができます。 

今回は、ウオーキングしながら樹木のネームプレー

トを調査したいと思っています。

日  時：令和 4 年 10 月 25 日（火） 

集合場所：天神橋バス停 

天神橋→いたち川川辺の道（徒歩）→扇橋水辺（トイレ休

憩）→稲荷森水辺→中坊の水辺→石原の水辺→上郷市

民の森山頂（昼食）→みずき広場（トイレ休憩）→上郷車庫

前バス停（解散） 

＊雨天中止。中止の場合は、前日にご連絡しま

上郷市民の森展望台見た富士山 

「
上
郷
市
民
の
森
」
～
鎌
倉
殿
に
関
わ
る
い
た
ち
川
歴
史
探
訪
～

大
河
ド
ラ
マ
「
鎌
倉
殿
の
13
人
」
を
、
関
心
を
持
っ
て
面
白
く
観
て
い

る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

鎌
倉
時
代
、
鎌
倉
と
「
山
之
内
庄
本
郷
」（
現
在
の
横
浜
市
栄
区
本
郷
台

一
帯
）
は
密
接
な
関
係
に
あ
り
、
鎌
倉
幕
府
の
米
な
ど
食
糧
の
生
産
拠
点

で
あ
り
兵
馬
（
戦
闘
資
材
）
調
達
と
、
街
道
交
通
の
要
衝
と
し
て
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
い
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
兵
站
基
地
（
へ
い
た
ん

き
ち
）
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
源
頼
朝
が
功
臣
の
供
養
の
た
め
大
き
な

寺
を
建
立
し
た
こ
と
、
こ
の
寺
の
後
身
が
現
在
の
證
菩
提
寺
で
す
。
幕
府

の
鬼
門
封
じ
の
位
置
に
あ
り
、
文
字
通
り
寺
を
軸
に
「
い
ざ
鎌
倉
」
に
備

え
て
い
た
わ
け
で
す
。

證
菩
提
寺
敷
地
は
広
大
で
東
側
は
山
手
学
院
入
口
付
近
、
西
側
は
塀
淵

橋
（
扇
橋
の
水
辺
）
南
側
は
上
郷
小
学
校
付
近
、
北
側
は
竹
後
大
道
（
元

大
橋
付
近
）
で
現
在
の
「
上
郷
市
民
の
森
」
は
そ
の
中
央
に
位
置
し
て
い

ま
す
。

兼
好
法
師
が
当
地
を
訪
れ
「
相
模
の
国

い
た
ち
か
わ

と
い
う
所
に

て
此
処
の
名
を
句
の
上
に
す
え
て
旅
の
心
を
」
と
題
し
詠
ん
だ
と
さ
れ

て
い
ま
す
。（
い
た
ち
か
わ
ら
ば
ん
72
号
参
照
）

諸
行
無
常
の
感
慨
で
源
氏
に
滅
ぼ
さ
れ
た
平
家
へ
の
思
い
か
ら
詠
ん

だ
も
の
と
考
え
ま
す
。
律
令
政
治
か
ら
武
家
政
治
に
、
日
本
の
中
世
の

始
ま
り
で
す
。
鎌
倉
時
代
の
歴
史
に
出
て
く
る
地
名
の
多
く
が
現
在
の

栄
区
内
の
町
名
に
引
継
が
れ
て
い
る
の
は
興
味
深
い
こ
と
で
す
。

証
菩
提
寺
は
、
上
郷
市
民
の
森
の
麓
、
い
た
ち
川
沿
い
に
あ
り
、
神

奈
中
バ
ス
停
「
稲
荷
森
」
で
下
車
３
分
程
で
す
。
證
菩
提
寺
に
は
、
阿
弥

陀
三
尊
像
（
仏
師
定
朝
〔
じ
ょ
う
ち
ょ
う
〕
の
仏
像
様
式
・
定
朝
様
）
鎌

倉
仏
の
阿
弥
陀
像
な
ど
拝
観
は
予
約
が
必
要
で
す
。
こ
の
機
会
に
、
い

た
ち
川
散
策
と
歴
史
探
訪
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

（
う
め
お
き
な
）

《
参
考
・
出
典
》「
鎌
倉
幕
府
の
兵
站
基
地
山
之
内
庄
本
郷
」



 

 
 

  
 
 
 

 

 
 

 
 
 
 

 

 
 

 
 

上郷市民の森 

上郷市民の森は、前号で紹介した飯島市民の森の指定に遅れること 5 日

の 1972 年 4 月 10 日に開園した市民の森で面積は約 5ha と小さな森ですが

大変変化にとんだ地形で急坂を登りきると頂上は平らな広場から、箱根や

丹沢の山並みと、富士山、円海山に広がる市民の森を眺めることができま

す。 

環状 4 号線沿いのバス停（本郷車庫前）周辺は、いたち川の“石原の水

辺”が広がっており、その散策路には、アジサイに囲まれその川沿いには

つつじの群落を見ることができます。市民の森に入ると愛護会の人たちに

よる植林されたモミジの林があり、進んでいくとそこには一抱えもある桜

の木（大島さくら）があり、御神木として地元の人に守られています。登

りきると平らな“清兵衛広場”があり、西側には展望台があります。その

先 100m 位進むと“見晴台”は行き止まりとなっています。戻って降りて

行くと竹林の先には、水路沿いに“ミズキ広場”があり、トイレ休憩がで

きます。 

清兵衛広場 

 丘の上平らな明るい広場で,春にはいろいろな種類の野草があることに驚

きます。紹介すると、春の七草の大根、カブ、のほかはほとんど採取する

ことが出来ます。特に 4 月初旬の“シラユキゲシ”の白い花の群落は見事

なものです。“シラユキゲシ”は中国の原産地ですが、ここにどうして群落

地ができたのかわかりません。 

展望台 

 木造で作られた展望台からは富士山を正面に見ることが出来夕日の景色

は大変美しく、春と秋にはダイヤモンド富士を撮影することができます。 

見晴台 

 行きどまりにある見晴台からは、下を見ると日枝神社、南東方向には横

浜自然観察の森や円海山を眺めることができます。 

みずき広場 

愛護会の人たちの集合、休憩する外作業場とし

て維持管理する道具などを保管している場所で

す。夏休みには子供たちが樹木の管理のための伐

採方法や竹細工等を体験している場所で、毎年大

勢の子供たちが参加して夏休みの自由研究を行

う場所として親しまれています。 

石原の水辺 

いたち川は、治水を兼ねた遊水効果をあげる場

所として 3 か所の水辺広場が設けられています。

“稲荷森の水辺”“中坊の水辺”“石原の水辺”が

現在完成している場所で人が水に親しめるよう

に手に触れられるように設計されています。 

アジサイの道

愛護会の人たちが石原橋から市民の森の登り

口までの散策路の両側に数種類のアジサイを植

栽し通る人の目を楽しませています。 

編集後記 

 地球温暖化や新型コロナ等自然現象での悩み

が絶えませんが、せめても身近な自然をいたち川

で感じてください。皆様の思い出の川体験やご感

想などをお寄せ下さい。 （水・人・子） 

ふ
る
さ
と
の
川
と
山
林

故
郷
を
離
れ
て
か
ら
約

50
年
に
な
り
ま
す
が
、
特
に
離
れ
て
い

る
訳
で
は
な
く
神
奈
川
県
内
で
、
JR
相
模
線
で
茅
ケ
崎
か
ら
三
つ

目
が
寒
川
で
す
。

高
座
郡
寒
川
町
は
、
一
級
河
川
（
相
模
川
、
小
出
川
）
に
挟
ま

れ
た
地
域
で
南
西
部
は
水
田
地
帯
、
北
東
部
は
丘
陵
地
帯
か
ら
な

る
農
村
地
帯
の
町
で
す
。
中
心
部
に
は
相
模
の
国
一
之
宮
寒
川
神

社
と
い
う
歴
史
を
持
つ
神
社
が
あ
ま
す
。
石
器
時
代
か
ら
古
墳
時

代
ま
で
の
多
く
の
遺
跡
も
あ
り
、
鎌
倉
時
代
に
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ド
ラ

マ
の
「
鎌
倉
殿
の

13
人
」
の
一
人
で
あ
る
梶
原
景
時
、
江
戸
時
代

に
は
名
奉
行
の
大
岡
忠
相
、
江
戸
幕
府
の
老
中
田
沼
意
次
の
所
領

で
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
穀
倉
地
帯
と
し
て
栄
え
て

き
た
よ
う
に
思
え
ま
す
。
梶
原
屋
敷
跡
は
現
在
保
存
さ
れ
見
学
す

る
こ
と
が
出
来
ま
す
、
大
岡
忠
相
の
墓
は
小
出
川
沿
い
の
寺
院
に

ま
つ
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
町
に
は
、
私
が
東
京
で
生
ま
れ
た
直
後
に
疎
開
し
た
先
が

寒
川
町
で
し
た
。
三
人
の
兄
弟
と
母
親
で
生
活
を
し
た
わ
け
で
す

が
、
居
住
地
は
小
出
川
に
近
く
の
集
落
で
私
の
記
憶
は
小
学
校
に

入
学
し
た
後
で
、
北
側
に
は
林
が
続
き
そ
の
東
側
に
水
田
、
小
出

川
が
あ
り
、
上
流
部
の
町
境
に
は
相
模
川
か
ら
の
農
業
用
水
路
が

そ
の
川
を
横
断
す
る
形
で
流
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
水
路
の
水
は
時

間
に
よ
っ
て
放
水
を
小
出
川
に
流
す
構
造
に
な
っ
て
お
り
、
現
在

は
そ
の
農
業
水
路
は
延
長
さ
れ
横
浜
の
小
雀
浄
水
場
に
水
を
供
給

し
て
い
ま
す
。

も
う
一
つ
の
川
は

JR
寒
川
駅
前
を
通
っ
て
小
出
川
に
流
れ
出

る
新
川
が
あ
り
、
こ
の
二
つ
の
河
川
で
釣
り
を
し
た
り
、
泳
い
だ

り
し
て
子
供
た
ち
の
遊
び
場
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

当
時
は
食
料
難
の
時
代
で
、
我
が
家
の
家
族
は
母
親
一
人
が
働

い
て
い
た
の
で
想
像
以
上
の
貧
困
家
庭
で
し
た
の
で
生
活
を
い
か

に
助
け
ら
れ
る
か
兄
弟
で
話
し
合
い
を
し
て
、
川
や
山
林
に
は
、

遊
び
だ
け
で
な
く
、
食
料
を
調
達
す
る
た
め
に
魚
釣
り
や
野
草
の

採
取
を
し
ま
し
た
。
春
～
夏
場
は
フ
ナ
、
ウ
ナ
ギ
や
オ
イ
カ
ワ
な

ど
の
魚
を
、
野
草
は
川
の
土
手
で
、
ノ
ビ
ル
、
ツ
ク
シ
、
フ
キ
、

セ
リ
、
ヨ
メ
ナ
、
イ
タ
ド
リ
、
ス
イ
パ
、
ノ
カ
ン
ゾ
を
山
林
で
は

ウ
ド
、
ウ
コ
ギ
、
タ
ラ
ノ
メ
、
ニ
ワ
ド
コ
、
ゼ
ン
マ
イ
、
ワ
ラ
ビ

等
、
秋
～
冬
の
時
期
は
ヤ
マ
ノ
イ
モ
、
ム
カ
ゴ
、
ク
コ
ノ
ミ
、
キ

ク
イ
モ
、
等
で
長
期
保
存
を
す
る
た
め
に
乾
燥
し
た
り
、
塩
漬
け

な
ど
い
ろ
い
ろ
工
夫
し
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
現
在
で
は
小
出
川

を
恋
出
川
と
言
い
な
が
ら
ボ
ラ
ン
テ
ア
活
動
を
し
て
い
る
こ
と
を

知
り
、
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

私
は
い
た
ち
川
を
散
歩
す
る
と
野
草
を
見
て
は
昔
の
故
郷
を
思

い
出
し
て
、
川
や
山
林
に
よ
っ
て
生
き
る
術
を
学
ん
だ
事
に
感
謝

し
て
い
ま
す
。

（
水
・
人
・
子
）

寒 川 町 地 図  

本郷車庫前 至港南台駅

石原橋

紅葉橋

見晴台

展望台

みずき広場

アジサイの道

清兵衛広場

石原の水辺

山入り橋

「いたち川の水源」市民の森の紹介 第 3 弾!! 

上郷市民の森は、区役所よりいたち川の川辺の道を歩いて、

約 1.5 ㎞進んだ、住宅地にぽつりと残ったかわいい小高い丘の

森です。愛護会の定期的パトロールと上郷森の会の人たちによ

って管理されています。 

寒川神社

越の山
岡田

一之宮

田畑
大曲

小谷

（水田地帯）
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